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１３０Rで痛恨のスピン！ 

その中で見えた前回からの成長と新たな課題！！ 

ESSO･Formula-TOYOTA シリーズ 2007 
 

 開催日：2007 年 5 月 13 日（公式予選 5月 12 日） 

 場所：鈴鹿サーキット 5.807（㎞） 

 天候：晴れ 

 マシン名：ノームフェスト・ルボーセ FT 

 ＣａｒＮｏ．：♯６２ 

 チーム：Le Beausset motorsports 

 

 

 



公式予選 （２００７／５／１２／１１：１０～） 

出走台数：１５台  天候：曇り  コース：ドライ 

 

初夏を感じさせるような強い日差しの中、第２戦の予選が幕を開けた。フォ

ーミュラ･トヨタのタイヤは、特性的にもパフォーマンスのダウンが激しいため、

セッション前半を PIT 前で待機するというのがチームの作戦であった。ほぼ全
車がコースインした後、満を持してチームメイトと共にコースイン。 
アウトラップではしっかりタイヤのグリップを確認し、1周目のアタックから
勝負を賭けていた。１コーナーは前日までの課題であった減速させすぎてしま

う進入スピードを意識した結果、良い手応えで通過した。また前日の反省から

デグナーへの飛び込みを改善し、ファーステストに近いタイムで走っていた。

ところがセクター3でヘアピンへの進入を飛び込みすぎてしまったのと、スプー
ンへの進入スピードを意識しすぎたために、スライドして縁石の外側まで飛び

出してしまう。ここで大きくタイムロスをしてしまった。 
気温が高かった事もあり、タイヤのパフォーマンスダウンも激しく、結局そ

の後のタイムアップが出来なかった。手応えを感じて走っていたこの周でのミ

スが悔やまれる形となった。 
 

 
 

予選結果：１１位 

タイム： ２′０９．６８２ 

 

 

 

  

 

 

 

 



決勝（２００７／５／１３／１０：００～） 

■ 出走台数：１５台  天候： 晴れ   コース：ドライ 

決勝はやや雲掛かった空模様の中、15 台のマシンがスターティンググリッド

へ。前日の予選は 11 位ながらも、前半区間では自己ベストを更新するなど手応

えもあったので自信を持って臨む事が出来た。 

スタート前、坪松監督からは、「一周目は後半セクション（１３０Ｒ～シケイ

ン）にホコリが出ているので、気をつけろ。後はＦＪ１６００の時と組み立て

方は一緒だ」と言われ、それを意識するように心がけた。 

フォーメーションラップではいつもどおりフロント・リア共にタイヤに熱を

入れることに集中した。そしてその中で序盤に勝負を賭ける為に、ブレーキバ

ランスに微調整を加えた。 

鈴鹿サーキットの特徴はホームストレートが下り坂であるため、少しブレー

キをかけた状態でのスタートとなる。今回それを意識しすぎたので、またして

もスタートを失敗してしまう。1 コーナー進入時点では 14 位まで後退してしま

う。しかしタイヤに手応えを感じていたので、すぐに 1 コーナーから 2 コーナ

ーにかけてアウトから抜きに掛かる。そしてシケインの進入で 84 号車をオーバ

ーテイク。12 番手で一周目を終えた。 

2 周目はスプーンで前方の車に立ち上がりを合わせて、バックストレートでス

リップに入り、１３０Ｒで交わして 11 位。 

しかしその後 3 号車に 1 コーナーでパスされながらも、追走して中段グルー

プで前半を終える。 

レース後半になると各コーナーでのバトルが激しくなり、何台かのマシンが

姿を消していった。そんな中、バックストレートからシケインにかけてオイル

旗が出始める。他車がそれを意識しペースを落とす中で、自分は積極的に前を

覗っていた。前を走る車はシケインへのブレーキング時の進入が飛び込めてい

ない事が分かっていたので、抜くポイントをそこに絞っていた。 

10 周目、S 字からプレッシャーをかけ続け、スプーンの立ち上がりでスリッ

プストリームに入り、１３０R に進入した瞬間、何の前触れもなく 220ｋ/ｈの

スピードでリアがぬけてしまい、そのままスピンアウトしてしまった。原因は

西ストレートに大量に撒かれていたオイルであった。幸いにもマシンのダメー

ジは無かったものの、非常に悔しい結果となってしまった。 

決勝結果：12 位（－２Laps 完走扱い） 

ベストタイム：２‘１０．４７３ 



今回の反省 

予選はタイヤの一番良い１LAP をまとめきれなかったことが最大の反省点で

す。今後夏に向けて、タイヤの熱ダレがより一層激しくなるので、タイヤのコ

ンディションが一番良い時を見極める事と、タイムを出す時の一周をまとめる

力を養っていきたいと思います。 

決勝では今回も失敗してしまったスタートです。スタートはポジションアッ

プをする最大のチャンスです。そのチャンスを自ら逃してしまっている現状は

レースを勝つためには、絶対に改善していかなければなりません。ただ開幕戦

とは違い終始タイヤの状態を感じ取れていた部分と、レースペースが安定した

事は大きな収穫でした。 

 

 

 

 

 

 

 



今後の日程 

 

第 3戦 7月 1日       ツインリンクもてぎ 
第 4戦 10月 6日      仙台ハイランドレースウェイ 
第 5戦 10月 7日      仙台ハイランドレースウェイ 
第 6戦 10月 28日      スポーツランド SUGO 
第 7戦 11月 25日     富士スピードウェイ 
 

 

 

 

 

 

 

 



最後に 

今回も遠くから、たくさんの方々に応援に来て頂き誠に有難うございます。

2007 年引き続き参戦出来ているのも、自分を支援して下さっているスポンサー

の方々や家族、そして応援して下さっている全ての方々のお陰です。 

 また、当日メールやお電話での応援も本当に心の支えになりました。有難う

ございます。 

この第 2 戦は自分にとっては非常に悔しい結果となってしまいました。今トッ

プグループを走っているドライバーは、2・3 年目というのが現状ですが、自分

は後が無いので、この一年で結果を残さなければいけません。だからこそこの

２戦で失敗した経験と悔しい思いを次戦に活かしていきたいと思います。 

次戦は過去 2年間 FJ1600 を戦って来たツインリンクもてぎです。 

ホームコースとも言えるこの場所で必ずリベンジします。 

日々努力していきますのでこれからもご支援ご声援のほど宜しくお願い致しま

す。 

 

 

 

２００７年 5月 13 日 

東 徹次郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


